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１ はじめに 

  現在、世の中には大量の統計データが溢れている。

仕事においても、データを読み取り、その後の展開

を自分たちなりに考え、実践していくことが当たり

前の時代となっている。高等学校数学科だけでなく、

小学校算数科、中学校数学科においても統計教育の

充実が求められている。 

  私は、松山西中等教育学校に赴任して２年目であ 

り、現在前期課程２年生の担任をしている。授業に

おいても前期課程２年生の担当をさせていただく

など、中学生に対して授業をするという貴重な経験

を積むことができている。そのため、今回は前期課

程２年生を対象としてデータの活用における課題

学習の研究を行い、高校数学の指導につなげていき

たいと考えた。生徒に対して、こちらからデータを

与えるのではなく、生徒自らが調査課題を自由に決

め、そのデータについて考察させていくことが主体

的に取り組む姿勢と深い学びにつながるのではと

考え、この主題を設定した。 

 

２ 実践計画 

(1)  指導目標 

   調べる内容を自由に設定させることで、能動的 

に取り組み、データを考察しようとする力を身に

付けさせる。そして、様々な整理されたデータを

もとに多面的な思考と判断する力を高めさせる。 

   自分の考えや意見を分かりやすく説明したり、 

伝えたりする力を身に付けさせる。 

 

(2) 対象生徒 

   前期課程２年生Ａ講座(２クラスから習熟度の

高い生徒で編成した 42名の講座) 

 

 (3) 実施時期 

   ９月中旬に２時間で実施した。 

   前期課程２年生の最終単元である「箱ひげ図と 

データの活用」終了後に実施した。 

 

３ 授業実践 

(1) 調査課題の決定とデータの収集・分析 

 調査する内容については生徒一人ひとりに決

めさせた。全く自由というわけではなく、西日本

と東日本における様々なデータの中から、自分の

興味があるものを選ばせ、その収集したデータの

代表値、度数分布表、ヒストグラム、四分位数、

箱ひげ図についてまとめさせた。データの収集に

ついては、生徒のタブレットを用いて行い、調査

する際の参考サイトについても示した。また、前

期課程１年次に学習したデータの代表値、度数分

布表、ヒストグラムについては復習をした後、デ

ータの収集・分析をさせた。 

 

 (2) 調査課題のデータの考察を班で発表 

 班で互いの考察について伝え合う活動を行っ

た。自身の考察について数学的な表現を用いなが

ら説明している者が多くいたり、箱ひげ図につい

て誤った見方をしている者について指摘したり、

それぞれの生徒が意欲的に取り組むことができ

ていた。 

 

４ 成果 

  調べる内容についてはある程度制限した中で生

徒自身に調査課題を決めさせたが、生徒たちは楽し

みながら取り組み、学びも深まったのではないかと

感じた。次に示した生徒①については、丁寧に調査

できており、ヒストグラムや箱ひげ図の読み取りも

正確にできている。また、生徒②については自身の

収集の仕方について振り返り、より全体の傾向を調

べるための方法について考えることができている。

生徒③については、収集したデータの分析結果をも

とに新たな見方ができていた。生徒③は他のいろい

ろなデータを比較してみたいと自主的に複数枚提

出するなど、非常に意欲的に取り組むことができて

いた。他の生徒についても、対話活動の際に生徒②

のように自身の収集の仕方や調査したテーマその

ものについて振り返ったり、互いの考察について指

摘し合ったりするなど、意欲の高まりと理解の深ま

りを感じた。また、数学的用語を適切に用いながら

説明したり、根拠を伴って分析しようとしたりする

中で思考力を磨くことができたと考える。 
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５ まとめと今後の課題 

  調べる内容について、ある程度自由に決めさせた

ことで生徒たちは楽しみながら活動していた。 

  調査課題を自分で決めさせることにしたために、

想定していた以上にデータの収集や整理に時間が

掛かってしまった。データの傾向の読み取りや考察

する時間にもう少し時間を取ることができればよ

かった。統計ソフトを活用し、複数の統計的手法に

よる分析結果が瞬時にタブレット上に提示できる

ようにしていれば、より時間を確保できたと反省し

ている。 

  今後、前期課程３年、後期課程４年とデータに関

する学びが続いていくので、統計教育をより充実さ

せていけるよう、つながりを意識して引き続き研究

していきたい。 
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